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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

 

前年度開発した二つのハイブリッド GA法(仮称、SRX法と Z-cross法)を、大規模 TSP向けに改良すると

ともに、高並列に処理するための基礎検討を行った。（注）：SRX法＝Sub-tour Recombination Crossover法、Z-cross

法＝Zoning Crossover法。 

 

１）12月に本テーマの研究者担当 3名が北大に集り、解法から応用に至るまで広範な検討を行った。 

TSP を解く場合、並列計算資源の中では GPU よりも多数のマルチコアの有効利用を考える方が有

利ではないか、大規模 TSPの中でも特にVLSI問題が応用上の価値が高いのではないか、と考えるに

至った。以後、その考えを踏まえて研究を推進した。 

 

２）アルゴリズムの改良に関して以下のことを行った。 

a) 各アルゴリズムの改良 

SRX 法のパラメータ（交叉区間長の上限）の最適化、Z-cross 法のパラメータ(交叉領域の大きさ

及び形状) の最適化を行った。 

b) 両アルゴリズムの融合 

二つのアルゴリズムには、SRX法は大域的経路変更を行うことが多い、一方、Z-cross法は小領

域の経路変更に留まることが多い、という特性の差がある。この点に着目し、両手法を併用すること

により解探索の効率が上がる筈と考え、併用アルゴリズムの開発を行った。その結果、大規模問題

では Z-cross 法の数百回～千回超程度の施行に対し、SRX 法を 1 回程度入れると、解の改善率

が向上することを見出した。 

 

３）並列処理法に関して以下の検討を行った。 

Z-cross 法での経路変更範囲が比較的局所に限られることに注目し、訪問する都市域を小領域に分

け、互いに離れた複数の小領域に対し同時にZ-cross法を施す同時並列処理法を考案し、基礎実験を

行った。その結果、並列処理による干渉が生じないことを確認するとともに、解の改善率向上を確認で

きた。 

 

 


